
愛蓮説

名前（　　　　　　　　　　） 日づけ（　　／　　） できた数（　　　／28）

使い方　書き下し文を声に出して読んでから、傍線の番号を手がかりに解きます（⑦「不蔓不枝」だけは白文のまま。設問で書き

下しを問います）。この文章の山は「蕃し・鮮し・宜なるかな」の読み、⑨の「可〜而不可〜」、そして菊・牡丹・蓮の三つのたと

えです。

あらすじ＝水中や陸上に咲く花で、愛されるものは数多い。晋の陶淵明はただひとり菊を愛し、唐より後の世の人々は牡丹を好

む。しかし作者はただひとり蓮を愛するという。蓮は泥水から生え出ても染まらず、清らかな波に洗われてもあでやかになりすぎ

ず、茎は中が通り外はまっすぐ、つるも枝も出さず、香りは遠くまで清らかに届き、すらりと立つ。遠くから眺めることはできて

も、そばで手に取ってもてあそぶことはできない。作者は、菊を隠者、牡丹を富貴の人、蓮を君子にたとえ、菊を愛する話は陶淵

明より後に聞かず、自分ほど蓮を愛する者はどれほどいるか、牡丹を愛する者が多いのはもっともだ、と嘆く。富貴をもてはやす

世の風潮をしりぞけ、泥に染まらぬ蓮＝君子の生き方こそ理想だと静かに述べた文章です。

一
　
次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
よ
。

水
陸
草
木
（
す
い
り
く
さ
う
も
く
）
の
花
、
愛
す
べ
き
者
①

甚
（
は
な
は
）
だ
蕃
し
。
晋
（
し
ん
）
の
陶
淵
明
（
た
う
ゑ
ん
め
い
）
、
②

独
（
ひ
と

り
菊
を
愛
す
。
③

李
唐
（
り
た
う
）
よ
り
来
、
世
人
（
せ
じ
ん
）
甚
だ
牡
丹
（
ぼ
た
ん
）
を
愛
す
。

予
は
独
り
、
蓮
の
④

淤
泥
よ
り
出
（
い
）
で
て
染
（
そ
）
ま
ら
ず
、
⑤

清
漣
（
せ
い
れ
ん
）
に
濯
（
あ
ら
）
は
れ
て
妖
（
え
う
）
な
ら
ず
、
⑥

（
な
か
）
通
（
つ
う
）
じ
外
（
そ
と
）
直
（
な
ほ
）
く
、
⑦

不
蔓
不
枝
、
⑧

香
遠
（
と
ほ
）
く
し
て
益
清
（
き
よ
）
く
、
亭
亭
（
て
い
て
い
）
と

て
浄
（
き
よ
）
く
植
（
た
）
ち
、
⑨

遠
観
（
ゑ
ん
く
わ
ん
）
す
べ
く
し
て
褻
翫
す
べ
か
ら
ざ
る
を
愛
す
。

⑩

予
謂
へ
ら
く
、
⑪

菊
は
花
の
隠
逸
者
（
い
ん
い
つ
し
や
）
な
り
、
牡
丹
は
花
の
富
貴
者
（
ふ
う
き
し
や
）
な
り
、
⑫

蓮
は
花
の
君
子
者
（
く
ん

し
や
）
な
り
、
と
。
噫
（
あ
あ
）
、
菊
の
愛
は
、
⑬

陶
（
た
う
）
の
後
（
の
ち
）
聞
く
こ
と
鮮
し
。
蓮
の
愛
は
、
⑭

予
に
同
じ
き
者
何
人
ぞ
。
牡
丹

愛
は
、
⑮

宜
な
る
か
な
衆
（
お
ほ
）
き
こ
と
。

語
注
　
水
陸
草
木＝

水
の
中
や
陸
の
上
に
生
え
る
草
や
木
。
　
晋＝

中
国
の
王
朝
の
名
。
　
李
唐＝

唐
王
朝
。
皇
帝
の
姓
が
李
で
あ
っ
た
の
で
こ
う
呼
ぶ
。
　
世
人＝

世
間
の
人
々
。
　
予＝

わ
た
し
。
　
清
漣

ら
か
な
さ
ざ
波
。
澄
ん
だ
水
。
　
亭
亭＝

す
ら
り
と
高
く
、
ま
っ
す
ぐ
に
立
つ
さ
ま
。
　
植
つ＝

立
つ
。
　
隠
逸
者＝

俗
世
間
を
避
け
て
隠
れ
住
む
人
。
隠
者
。
　
富
貴
者＝

財
産
が
あ
り
身
分
の
高
い
人
。
　

者＝

学
問
と
徳
を
身
に
つ
け
た
立
派
な
人
。
　
噫＝

あ
あ
。
嘆
き
を
表
す
感
動
詞
。
　
※
本
文
中
の
「
不
蔓
不
枝
」
だ
け
は
、
設
問
⑦
で
書
き
下
し
文
を
問
う
た
め
、
白
文
（
原
文
）
の
ま
ま
示
し
て
い
ま

※
書
き
下
し
方
は
教
科
書
に
よ
っ
て
差
が
あ
り
ま
す
。
「
菊
の
愛
は
」
を
「
菊
を
之
（
こ
れ
）
愛
す
る
は
」
と
読
む
本
も
あ
り
ま
す
。
お
使
い
の
教
科
書
に
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
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愛蓮説

Ａ
　
語
句
の
意
味
と
読
み
（
1
〜
7
）

（
1
）
①
「
甚
（
は
な
は
）
だ
蕃
し
」
の
「
蕃
し
」
の
読
み
を
平
仮
名
で
書
き
、
意
味
も
書
け
。

（
2
）
③
「
李
唐
（
り
た
う
）
よ
り
来
」
の
「
よ
り
来
」
の
読
み
を
平
仮
名
で
書
き
、
意
味
も
書
け
。

（
3
）
④
「
淤
泥
よ
り
出
（
い
）
で
て
染
（
そ
）
ま
ら
ず
」
の
「
淤
泥
」
の
読
み
と
意
味
を
書
け
。

（
4
）
⑤
「
清
漣
（
せ
い
れ
ん
）
に
濯
（
あ
ら
）
は
れ
て
妖
（
え
う
）
な
ら
ず
」
の
「
妖
な
り
」
の
意
味
を
書
け
。

（
5
）
⑧
「
香
遠
（
と
ほ
）
く
し
て
益
清
（
き
よ
）
く
、
亭
亭
（
て
い
て
い
）
と
し
て
浄
（
き
よ
）
く
植
（
た
）
ち
」
の
「
益
」
の
読
み
と
意
味
を
書
け
。

（
6
）
⑨
「
遠
観
（
ゑ
ん
く
わ
ん
）
す
べ
く
し
て
褻
翫
す
べ
か
ら
ざ
る
」
の
「
褻
翫
」
の
読
み
と
意
味
を
書
け
。

（
7
）
⑬
「
陶
（
た
う
）
の
後
（
の
ち
）
聞
く
こ
と
鮮
し
」
の
「
鮮
し
」
の
読
み
と
意
味
を
書
け
。

Ｂ
　
句
法
（
8
〜
13
）

（
8
）
⑦
「
不
蔓
不
枝
」
は
、
本
文
の
中
で
こ
こ
だ
け
白
文
（
原
文
）
の
ま
ま
示
し
て
あ
る
。
書
き
下
し
文
に
直
し
、
意
味
も
書
け
。

（
9

）
⑨
「
遠
観
（
ゑ
ん
く
わ
ん
）
す
べ
く
し
て
褻
翫
す
べ
か
ら
ざ
る
」
に
使
わ
れ
て
い
る
句
法
を
説
明
し
、
「
べ
し
」
「
べ
か
ら
ず
」
が
そ
れ
ぞ
れ
何
を
表
す
か
を
書
け
。

（
10
）
⑩
「
予
謂
へ
ら
く
」
の
読
み
を
平
仮
名
で
書
き
、
こ
の
語
が
ど
こ
ま
で
を
受
け
て
い
る
か
を
、
あ
と
に
あ
る
語
を
示
し
て
答
え
よ
。

（
11
）
⑪
「
菊
は
花
の
隠
逸
者
（
い
ん
い
つ
し
や
）
な
り
」
に
使
わ
れ
て
い
る
「
〜
は…

者
な
り
」
の
形
は
、
ど
の
よ
う
な
意
味
を
表
す
か
。

（
12
）
⑭
「
予
に
同
じ
き
者
何
人
ぞ
」
の
「
何
人
ぞ
」
の
読
み
を
平
仮
名
で
書
き
、
意
味
・
用
法
も
書
け
。

（
13

）
⑮
「
宜
な
る
か
な
衆
（
お
ほ
）
き
こ
と
」
の
「
宜
」
の
読
み
と
こ
こ
で
の
意
味
を
書
け
。
ま
た
、
こ
の
字
が
再
読
文
字
と
し
て
使
わ
れ
る
と
き
の
読
み
も
書
け
。
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愛蓮説

Ｃ
　
主
語
・
指
す
内
容
（
14
〜
17
）

（
14
）
②
「
独
（
ひ
と
）
り
菊
を
愛
す
」
の
主
語
は
誰
か
。

（

15

）

⑥

「

中

（

な

か

）

通

（

つ

う

）

じ

外

（

そ

と

）

直

（

な

ほ

）

く

」

は

何

に

つ

い

て

述

べ

た

も

の

か

。

ま

た

「

中

」
「

外

」

は

そ

れ

ぞ

れ

何

を

さ

す

か

。

（
16
）
⑩
「
予
謂
へ
ら
く
」
の
「
予
」
と
は
誰
の
こ
と
か
。

（

17

）

⑬

「

陶

（

た

う

）

の

後

（

の

ち

）

聞

く

こ

と

鮮

し

」

の

「

陶

」

と

は

誰

の

こ

と

か

。

ま

た

、

何

を

「

聞

く

こ

と

鮮

し

」

と

言

っ

て

い

る

の

か

。

Ｄ
　
口
語
訳
（
18
〜
21
）

（
18
）
①
を
含
む
「
水
陸
草
木
の
花
、
愛
す
べ
き
者
甚
だ
蕃
し
」
を
口
語
訳
せ
よ
。

（
19
）
④
⑤
を
含
む
「
蓮
の
淤
泥
よ
り
出
で
て
染
ま
ら
ず
、
清
漣
に
濯
は
れ
て
妖
な
ら
ず
」
を
口
語
訳
せ
よ
。

（
20
）
⑧
「
香
遠
く
し
て
益
清
く
、
亭
亭
と
し
て
浄
く
植
ち
」
を
口
語
訳
せ
よ
。

（
21
）
⑮
を
含
む
「
牡
丹
の
愛
は
、
宜
な
る
か
な
衆
き
こ
と
」
を
口
語
訳
せ
よ
。
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愛蓮説

Ｅ
　
内
容
・
記
述
（
22
〜
25
）

（
22
）
④
「
淤
泥
よ
り
出
（
い
）
で
て
染
（
そ
）
ま
ら
ず
」
は
蓮
の
ど
の
よ
う
な
様
子
を
表
し
、
そ
れ
は
人
間
の
ど
の
よ
う
な
あ
り
方
を
た
と
え
て
い
る
か
。

（

23

）

⑨

「

遠

観

（

ゑ

ん

く

わ

ん

）

す

べ

く

し

て

褻

翫

す

べ

か

ら

ざ

る

」

は

、

蓮

の

ど

の

よ

う

な

品

格

を

表

し

て

い

る

か

。

（
24
）
⑪
「
菊
は
花
の
隠
逸
者
（
い
ん
い
つ
し
や
）
な
り
」
に
続
け
て
、
作
者
は
牡
丹
と
蓮
を
何
に
た
と
え
て
い
る
か
。
三
つ
の
花
の
対
応
を
す
べ
て
書
け
。

（
25
）
⑫
「
蓮
は
花
の
君
子
者
（
く
ん
し
し
や
）
な
り
」
と
⑮
「
宜
な
る
か
な
衆
（
お
ほ
）
き
こ
と
」
を
ふ
ま
え
て
、
こ
の
文
章
の
主
題
を
四
十
五
字
以
内
で
書
け
。

Ｆ
　
文
学
史
・
思
想
（
26
〜
28
）

（
26
）
『
愛
蓮
説
』
の
作
者
名
を
漢
字
で
書
き
、
読
み
も
平
仮
名
で
書
け
。
ま
た
ど
の
王
朝
の
人
か
。

（
27
）
題
名
に
あ
る
「
説
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
文
章
の
形
式
か
。

（

28

）

②

「

独

（

ひ

と

）

り

菊

を

愛

す

」

の

陶

淵

明

と

は

、

ど

の

よ

う

な

人

物

か

。

時

代

と

、

菊

と

の

関

わ

り

に

ふ

れ

て

書

け

。

【テスト直前チェック】この三つ　❶読みで落とすのは①「蕃し」⑬「鮮し」⑮「宜」の三つ。どれも送り仮名しか付かない字で、音読み（は

ん・せん・ぎ）では読まない。読みと意味をセットで書けるようにしておく。　❷三つの花のたとえは入れかえて問われる。「菊は花の◯◯者な

り」の三つを、陶淵明＝菊、世の人＝牡丹、作者＝蓮という人の対応までつなげて言えるようにしておく。　❸句法の山は⑨「可〜而不可〜」。

白文は「可遠観而不可褻翫焉」。「而」をはさんで可（〜できる）と不可（〜できない・してはならない）が対比される形で、それがそのまま蓮

＝君子の気高さになる。
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